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大
阪
関
西
万
博

　
７
月
23
日
か
ら
の
３
日
間
、
徳

島
県
ブ
ー
ス
で
、
神
山
す
だ
ち
の

Ｐ
Ｒ
と
し
て
出
店
し
、
盛
況
で

あ
っ
た
。
参
加
し
た
職
員
も
良
い

経
験
が
で
き
た
と
思
う
。

す
だ
ち
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

　
９
月
４
日
か
ら
開
催
。
町
内
生

産
者
の
も
と
、
収
穫
の
仕
事
に
取

り
組
み
、
休
日
に
は
川
遊
び
、
ま

ち
の
散
策
な
ど
、
里
山
で
の
暮
ら

し
を
味
わ
え
る
。
今
年
度
、
10
日

間
の
短
期
コ
ー
ス
と
24
日
間
の
長

期
コ
ー
ス
で
行
っ
て
い
る
が
、
す

べ
て
予
約
で
埋
ま
っ
て
い
る
。
す

だ
ち
の
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
一

方
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
進

み
、
人
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
が
、「
援
農
」
と
い
う
形
で
収

穫
の
仕
事
を
す
る
と
と
も
に
町
内

の
散
策
や
農
家
の
方
と
の
交
流
を

通
じ
、
神
山
を
知
る
機
会
に
な
れ

ば
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
今
年
で
10
年
目
を
迎
え
る
。
８

月
８
日
と
25
日
に
、「
ま
ち
を
将

来
世
代
に
つ
な
ぐ
作
戦
会
議
」
を

開
催
。
立
場
や
世
代
を
超
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
声
が
活
発
に
出
さ
れ

た
。
第
３
期
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

作
成
に
力
を
注
ぎ
、進
め
て
い
く
。

地
域
防
災
訓
練
交
付
金

　
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
防
災

倉
庫
、
防
災
備
品
等
を
整
備
し
て

い
る
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

発
生
確
率
が
上
り
、
ト
カ
ラ
列
島

群
発
地
震
、
線
状
降
水
帯
に
よ
る

豪
雨
な
ど
、
何
時
ど
こ
で
災
害
が

起
こ
る
か
予
測
で
き
な
い
状
況
に

対
し
、
地
域
で
継
続
し
て
訓
練
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
防
災
訓
練
交

付
金
を
計
上
す
る
。
訓
練
を
実
施

す
る
団
体
等
を
対
象
と
し
、
町
と

し
て
も
共
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

渇
水
対
策

　
本
年
、
猛
暑
日
が
多
く
、
降
雨

量
が
少
な
い
期
間
も
あ
り
、
水
不

足
と
な
っ
て
い
る
。
渇
水
に
よ
る

家
庭
で
の
入
浴
が
困
難
な
方
を
対

象
に
、
神
山
温
泉
を
無
料
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

国
勢
調
査

　
今
年
度
は
５
年
に
１
度
の
国
勢

調
査
の
年
で
あ
る
。
こ
の
国
勢
調

査
は
、
我
が
国
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と
す
る

国
の
最
も
重
要
な
調
査
と
さ
れ
て

お
り
、
国
勢
調
査
か
ら
得
ら
れ
る

統
計
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
な
ど
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
民
間
企
業
や

研
究
機
関
で
も
広
く
利
用
さ
れ
、

国
民
生
活
に
役
立
て
ら
れ
て
い

る
。
本
町
で
も
調
査
実
施
に
向
け

て
、
現
在
、
調
査
員
の
事
務
打
合

せ
会
を
行
っ
て
お
り
、
10
月
に
か

け
て
調
査
を
進
め
て
い
く
。
町
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
調
査
に
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
。

神
山
町
町
制
施
行
70
周
年

　

10
月
19
日
（
日
曜
日
）、
町
制

施
行
70
周
年
記
念
式
典
を
開
催

す
る
。
町
発
展
の
た
め
、
尽
力
、

支
援
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
表
彰

状
、
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
た
い

と
準
備
を
し
て
い
る
。

鳥
獣
害
対
策

　

今
年
度
、
鳥
獣
対
策
室
を
立

ち
上
げ
、対
策
を
強
化
し
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
強
化
に
捕
獲

檻
の
設
置
を
進
め
て
い
る
が
、
ま

ず
農
作
物
の
被
害
を
食
い
止
め
る

た
め
防
護
柵
補
助
金
を
追
加
計

上
し
て
い
る
。
本
町
と
し
て
最
大

限
取
り
組
ん
で
い
く
。

令
和
７
年
度
の
地
方
交
付
税

　

本
年
度
普
通
交
付
税
の
算
定

が
終
わ
り
、
昨
年
度
の
算
定
時
よ

り
７
，６
４
７
万
３
，０
０
０
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
振
興

費
の
増
加
、
公
債
費
の
過
疎
対
策

事
業
に
つ
い
て
償
還
額
の
増
加
に

よ
る
需
要
額
の
増
加
が
主
な
要

因
。
物
価
高
騰
の
影
響
で
、
地
方

の
経
済
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、

自
主
財
源
が
少
な
い
団
体
に
は
、

今
後
も
厳
し
い
状
況
が
予
測
さ
れ

る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
歳
入
確

保
に
取
り
組
み
、
優
先
順
位
の
高

い
事
業
を
見
極
め
、
限
ら
れ
た
財

源
の
効
率
的
な
利
用
に
努
め
る
。

補
正
予
算

　
一
般
会
計
は
、
３
，９
７
４
万

円
を
追
加
計
上
し
た
。
主
に
神
山

温
泉
入
浴
料
割
引
交
付
金
、
物

価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金
、
広

域
斎
場
負
担
金
な
ど
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
補
正
額
の
計
上
を
し
て

い
る
。

町長の行政報告
令和７年９月定例会
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神山町議会�   ９月 定 例 会
　９月定例会は、令和７年９月４日から 12 日までの９日間の会期で開催した。令和 7 年度補正予
算、令和 6 年度決算認定、条例改正等、全 14 議案が提出され全議案可決・認定・同意した。
　また、請願１件、発議案２件が提出されそれぞれ採択・可決した。

補正予算
●令和７年度神山町一般会計補正予算（第３号）
●令和７年度神山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
●令和７年度神山町介護保険特別会計補正予算（第２号）
●令和７年度神山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

決算認定
●令和６年度神山町一般会計歳入歳出決算認定
●令和６年度神山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
●令和６年度神山町介護保険特別会計歳入歳出決算認定
●令和６年度神山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
●令和６年度神山町簡易水道事業会計歳入歳出決算認定

条 例 等
●職員の育児休業等に関する条例の一部改正
●職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
●財産の取得
●財産の取得の変更

人　　事
●神山町教育委員会委員の任命

2025年

一般質問
佐出 由恵議員、白土 義信議員、髙橋 義英議員

【請願第１号】
　再審法改正を求める意見書採択の請願書
　提 出 者：徳島市新蔵町１丁目 31 番地
　　　　　　徳島弁護士会　会長　坂田 知範
　紹介議員：神山町議会議員　仁志 哲也
　採決結果：賛成７・反対０　【採択】

【発議案第１号】
　「徳島県平和の日」の条例制定を求める意見書
　提 出 者：神山町議会議員
　　　　　　森 一博　ほか 3 名
　採決結果：賛成７・反対０　【可決】

【発議案第２号】
　再審法改正を求める意見書
　提 出 者：神山町議会議員
　　　　　　志甫 守　ほか 3 名
　採決結果 ：賛成７・反対０　【可決】
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●令和 6 年度決算状況

●令和 6 年度 簡易水道事業会計（公営企業会計）
� ※簡易水道が、企業会計へ移行した初年度のため前年度との比較は無し

会 　 計 　
区 　 分 一般会計

特　　別　　会　　計 計
（簡易水道は除く）国民健康保険 簡易水道 介護保険 後期高齢者医療

歳
　
入

令和6年度 71億6,863万円 7億1,528万円 10億2,179万円 1億3,039万円 90億3,609万円
令和5年度 74億7,543万円 7億4,696万円 4億5,785万円 10億4,410万円 1億2,659万円 93億9,308万円
増 減 額 △3億  680万円 △3,168万円 △2,231万円 380万円 △3億5,699万円
増減率（%） △4.1 △4.2 △2.1 3.0 △3.8

歳
　
出

令和6年度 68億3,938万円 7億　612万円 9億8,806万円 1億2,974万円 86億6,330万円
令和5年度 70億9,960万円 7億3,955万円 4億1,627万円 9億9,693万円 1億2,631万円 89億6,239万円
増 減 額 △2億6,022万円 △3,343万円 △887万円 343万円 △2億9,909万円
増減率（%） △3.7 △4.5 △0.9 2.7 △3.3

区　分
予算額 決算額

増減額 増減率（%）
令和 5 年度 令和 6 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

収益的収入 ― 2億1,178万円 ― 2億   765万円 ― ―
収益的支出 ― 2億   610万円 ― 2億   258万円 ― ―
資本的収入 ― 2億   227万円 ― 2億   236万円 ― ―
資本的支出 ― 2億4,316万円 ― 2億3,428万円 ― ―

歳 入
71億

6,863万円

歳 出
68億

3,938万円

自主財源
　 25億
　 2,971万円
　　 （35.3％）

依存財源
46億3,891万円

（64.7％）

その他（３項目）
2億9,289万円

（4.3%）
公債費
5億2,896万円

（7.7%）

教育費
3億
1,285万円

（4.6%）

消防費
2億2,364万円

（3.3%）
土木費
6億1,496万円

（9.0%）

農林水産費
5億2,531万円

（7.7%）

衛生費
2億8,396万円（4.1%）

民生費
12億
5,154万円

（18.3%）

総務費
28億
524万円

（41.0%）

その他
3億3,044万円（4.6%）

繰入金
9億41万円

（12.5%）

その他
（５項目）
11億
3,946万円

（15.9%）

地方交付税
28億7,965万円

（40.2%）

国庫支出金
4億
3,453万円

（6.1%）

県支出金
3億
8,968万円

（5.4%）

町債
6億460万円

（8.4%）

町税
4億4,839万円（6.3%）

使用料・手数料
4,144万円（0.6%）

●一般会計　歳入 ●一般会計　歳出

令和６年度

決 算
一般会計と特別会計合わせ

90億3,609万円を認定‼
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●令和 6 年度の財政状況

名　称
指　数

解説
令和 6 年度 令和 5 年度

財 政 力 指 数     0.19     0.19 財政力を判断する指標、1 を超えるほど財源に余裕がある。

経 常 収 支 比 率 77.8 78.7 財政構造の弾力性を判断する指数、70 ～ 80％が適正水準であ
る。

実 質 公 債 費 比 率   3.5   2.9 全ての事業の公債費率で、18％以上は起債（借入金）に知事の
許可が必要。

●令和 6 年度町税等未収金の状況

区　分
未収金 前年との比較

令和 6 年度 令和 5 年度 増減額 増減率（%）

町 税 8,027,427 8,569,470 △ 542,043 △ 6.33

町 営 住 宅 使 用 料 3,955,700 3,930,500 25,200 0.64

国 民 健 康 保 険 税 3,884,100 3,154,992 729,108 23.11

介 護 保 険 料 118,700 229,100 △ 110,400 △ 48.19

後期高齢者医療保険料 138,300 21,300 117,000 549.30

計 16,124,227 15,905,362 218,865 1.38

●基金残高（令和７年５月31日現在）

区　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

一　般

財政調整基金 30 億 9,259 万円 1 億 9,890 万円 32 億 9,149 万円

減債基金 9 億 3,968 万円 320 万円 9 億 4,288 万円

その他の基金 71 億 2,467 万円 △ 1 億   491 万円 70 億 1,975 万円

国　保
財政調整基金 8,967 万円 421 万円 9,389 万円

その他の基金 500 万円 0 万円 500 万円

介　護 介護給付費準備基金 1 億 7,509 万円 667 万円 1 億 8,176 万円

地方債現在高（３月31日現在）　63億3,359万円
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歳入
国 庫 支 出 金 国 庫 補 助 金 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 917 万円

町 債 保 健 衛 生 債 広域斎場整備事業（過疎） 1,770 万円

歳出

総 務 費 企 画 費 神山温泉入浴料割引交付金 400 万円

民 生 費 社会福祉総務費 物価高騰対策支援給付金 541 万円

衛 生 費 住 民 葬 祭 費 広域斎場負担金 1,712 万円

農林水産業費 鳥 獣 害 対 策 費 農作物被害対策施設整備補助金 200 万円

商 工 費 神山温泉管理費 備品購入費（シューズボックス：396 人分） 291 万円

消 防 費 災 害 対 策 費 地域防災訓練交付金 80 万円

議案第 48号　■令和 7年度一般会計補正予算（第３号）
歳入歳出それぞれ 3,974万円増額 予算総額 74億2,520万円

補正予算

議案第49号
令和 7 年度神山町国民健康保険特別会計補正予算� ( 第 2 号 )

103 万円増額 総額　  7 億 8,100 万円

議案第 50号
令和 7 年度神山町介護保険特別会計補正予算� ( 第 2 号 )

195 万円増額 総額　10 億 1,453 万円

議案第 51号
令和 7 年度神山町後期高齢者医療特別会計補正予算� ( 第 2 号 )

  87 万円増額 総額　  1 億 3,415 万円

人　事　案　件

議案第 61 号

神山町教育委員会委員の任命

山口　英二 氏 神山町阿野
任期：令和 7 年 10 月 1 日～令和 11 年 9 月 30 日
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一
般
質
問

一
般
質
問

●
質
問
1
●

地
籍
調
査
に
つ
い
て

　
徳
島
新
聞
に
地
籍
調
査
の
進
捗
状
況
が

掲
載
さ
れ
、
県
内
ワ
ー
ス
ト
3
の
16
・
３
％

と
あ
る
が
、神
山
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

平
成
29
年
度
の
11
・
55
％
と
な
っ
て
お
り
乖

離
が
あ
る
。
今
後
の
方
針
や
具
体
的
な
対

策
に
つ
い
て
の
説
明
を
求
め
る
。

答
弁

税
務
保
険
課
長

　

令
和
６
年
度
末
時
点
で
の
全
調
査
完
了
面

積
は
24
・
02
㎢
で
、
進
捗
率
は
14
・
21
％
で
、

事
業
の
10
箇
年
計
画
は
令
和
２
年
度
か
ら
令

和
12
年
度
ま
で
の
間
に
約
28
㎢
調
査
し
、
令
和

12
年
度
末
に
は
全
調
査
完
了
面
積
40
㎢
、
進

捗
率
24
％
を
目
標
に
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

　
今
後
も
国
、
県
に
対
し
要
望
を
重
ね
、
地

籍
調
査
の
一
層
の
推
進
に
努
め
る
。

　
事
業
の
目
的
の
一
つ
は
被
災
時
速
や
か
に

復
旧
工
事
で
あ
る
た
め
、
さ
ら
に
成
果
を
上

げ
る
よ
う
指
摘
す
る
。

●
質
問
2
●

青
線
、
赤
線
に
つ
い
て

　
地
籍
調
査
完
了
地
域
で
、
赤
線
・
青
線

が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ

り
、
特
に
青
線
で
は
増
水
に
よ
る
溢
水
被

害
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
町
の
認

識
と
対
応
を
伺
う
。

答
弁

建
設
課
長

　
赤
線・青
線
は
、
現
在
市
町
村
管
理
だ
が
、

箇
所
数
が
膨
大
で
行
政
単
独
の
維
持
管
理

は
困
難
で
あ
る
。
現
況
利
用
に
応
じ
た
用
途

廃
止
や
隣
接
地
へ
の
払
い
下
げ
、
地
域
住
民

と
の
協
働
に
よ
る
日
常
的
な
維
持
管
理
、
境

界
確
定
の
た
め
の
地
籍
調
査
の
推
進
を
組
み

合
わ
せ
効
率
的
か
つ
適
正
な
管
理
を
進
め
て

い
る
。

　
水
路
等
の
赤
線
、
青
線
に
つ
い
て
は
、
地

元
管
理
で
お
願
い
し
て
い
る
。

　
町
か
ら
状
況
に
合
わ
せ
た
適
切
な
指
示

や
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
広
報

す
べ
き
だ
。

●
質
問
3
●

町
営
住
宅
へ
の
進
入
路
に
つ
い
て

　
高
瀬
団
地
か
ら
荷
物
を
積
ん
で
出
よ
う

と
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
県
道
を
塞
ぎ
復
旧
に
２

時
間
を
要
し
、
歯
ノ
辻
団
地
で
は
消
防
団

員
の
車
両
が
車
底
を
擦
る
事
態
が
発
生
し

て
い
る
。

　
県
道
の
拡
幅
工
事
や
舗
装
工
事
で
改
善

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
協
議

し
て
早
急
に
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。答

弁

住
民
課
長

　

高
瀬
団
地
、
歯
ノ
辻
団
地
と
も
改
良
工

事
は
現
時
点
で
は
難
し
い
状
況
だ
が
、
安
全

性
の
向
上
は
重
要
な
課
題
で
も
あ
る
の
で
町

担
当
課
や
県
と
検
討
し
な
が
ら
、
路
面
の
補

修
や
注
意
表
示
の
設
置
な
ど
改
善
の
可
能

性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
高
瀬
団
地
で
は
他
に
も
大
き
な
事
故
に

繋
が
る
可
能
性
の
あ
る
事
案
が
発
生
し
て

い
る
。
事
故
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の

で
、
１
日
も
早
い
改
善
を
求
め
る
。

●
質
問
4
●

ま
る
ご
と
高
専
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
約
7
・
6
億
円
、
7
年
度

約
9
・
8
億
円
が
負
担
金
、
補
助
金
及
び

交
付
金
と
し
て
支
出
や
予
算
化
さ
れ
て
い

る
。
将
来
的
に
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
廃
止

さ
れ
て
も
、
高
専
独
自
に
学
校
運
営
が
で
き

る
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答
弁

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
は
最
大
限
活
用

す
る
が
、
高
等
専
門
学
校
の
設
立
主
体
は
あ

く
ま
で
民
間
法
人
で
あ
り
、
町
が
継
続
的
に

補
助
金
を
支
出
し
て
学
校
経
営
を
支
え
る

と
い
っ
た
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　
町
と
し
て
高
専
へ
の
協
力
に
異
議
は
な

く
、
協
力
は
当
然
と
考
え
る
が
、
私
立
高

専
で
あ
り
、
前
町
長
が
公
私
協
力
校
で
も

公
立
民
営
校
で
も
な
く
「
町
民
の
皆
様
に

累
は
及
ぼ
さ
な
い
」
と
約
束
し
た
こ
と
を
忘

れ
ず
、早
期
の
自
立
を
支
援
し
て
頂
き
た
い
。

●
質
問
5
●

神
山
町
の
食
料
自
給
率
に
つ
い
て

　

昨
年
か
ら
全
国
的
な
米
不
足
が
生
じ
、

価
格
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
。
町
内
で
の
米

の
収
穫
量
や
自
給
率
は
把
握
し
て
い
る
の

か
。答

弁

産
業
観
光
課
長

　
町
内
で
の
米
の
収
穫
量
は
令
和
７
年
度
は

31
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
約
１
３
３
ト
ン
で
、

昨
年
度
よ
り
収
穫
量
で
約
４
ト
ン
減
の
予
定

で
あ
る
。

再
問

　
海
外
か
ら
の
輸
入
停
止
や
大
災
害
時
に

米
を
町
内
で
確
保
で
き
る
よ
う
に
農
地
や

水
路
の
維
持
を
計
画
実
行
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

　

農
地
の
有
効
活
用
を
進
め
る
制
度
で
あ

る
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
届
け
出
や
農
道

や
水
路
の
維
持
管
理
、
草
刈
り
、
補
修
な
ど

の
共
同
活
動
や
、
個
々
の
農
地
を
維
持
す
る

た
め
の
取
り
組
み
に
対
す
る
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
各
種
制
度
を
町
民
の
方
に
広
報
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

佐出議員の録画映像はこちらから

佐出由恵 議員
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一
般
質
問

一
般
質
問

●
質
問
1
●

山
水
の
水
源
地
確
保
と
、
補
修
の
行
き
帰
り
時

の
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
簡
易
水
道
の
な
い
山
間
部
に
お
い
て
、
水
不

足
、
高
齢
化
、
人
数
減
少
等
で
、
水
源
地
の
維

持
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
行
き
帰
り

時
に
重
大
事
故
も
発
生
し
て
い
る
。つ
い
最
近
も
、

上
分
地
区
で
、
高
齢
者
の
方
が
、
水
源
地
の
補

修
に
行
っ
て
い
て
滑
落
し
て
、大
け
が
を
負
っ
た
。

二
人
で
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
連
絡
が
で

き
、
助
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
過
去
に
は
亡
く

な
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
聞
い

た
。
上
分
地
区
に
限
ら
ず
、
水
源
地
が
山
の
上

の
ほ
う
に
あ
る
世
帯
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
か
ら
も

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
問
題
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
生
活
水
を
谷
の
水
に
頼
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
地
区
に
と
っ
て
、
水
が
来
な
く

な
っ
た
と
き
に
、
こ
れ
か
ら
先
、
高
齢
者
だ
け
で

は
、
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
く
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
。
高
齢
者
が
無
理
を
し
て
、
水
を
掛
け
に

行
か
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
か
ら
、
事
故
を
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
山
間
部

の
生
活
水
確
保
に
つ
い
て
、
ま
た
止
ま
っ
た
時
の

修
理
の
手
立
て
等
、
今
後
町
と
し
て
何
ら
か
の

対
策
が
必
要
で
な
い
か
と
思
う
が
、
何
か
考
え

ら
れ
て
い
る
か
。

答
弁

町
長

　

水
源
地
の
確
保
と
水
源
補
修
の
行
き
帰
り
時

の
事
故
防
止
に
つ
い
て
、
個
々
に
分
け
て
答
弁
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
ま
ず
、
水
源
地
の
確
保
問
題
で
は
、
以
前
よ
り

実
施
し
て
い
る
小
規
模
飲
料
水
供
給
対
策
事
業

補
助
制
度
を
設
け
て
水
源
確
保
や
維
持
対
策
と

し
て
実
施
し
て
お
り
、
こ
こ
５
年
間
で
73
件
の
申

請
が
あ
り
、
受
益
個
数
で
は
、
１
１
７
戸
の
ご
家

庭
で
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
補
助
対

象
経
費
の
３
分
の
２
の
高
い
補
助
率
と
１
戸
か
ら

で
も
対
象
と
な
り
皆
様
に
喜
ば
れ
て
い
る
の
で
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

森
林
の
適
切
な
管
理
面
で
は
、
平
成
11
年
よ

り
始
ま
っ
た
森
林
境
界
の
明
確
化
事
業
で
は
、
今

年
度
ま
で
の
予
定
事
業
を
含
め
る
と
町
内
森
林
の

37
％
の
面
積
が
実
施
済
み
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

も
間
伐
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
前
段

階
と
し
て
、
非
常
に
必
要
な
事
業
で
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
ま
た
、町
有
林
の
広
葉
樹
へ
の
植
栽
事
業
で
は
、

こ
こ
３
年
で
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
や
ケ
ヤ
キ
な
ど
を

３・５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
他
に

も
緊
急
間
伐
事
業
と
し
て
、
民
有
林
の
間
伐
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
上
分
地
区
で
12
・
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、

鮎
喰
川
の
水
を
少
し
ず
つ
で
も
増
や
し
て
い
け
ば

と
思
い
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
地
球
温
暖
化
な
ど
に
よ
る
長
期
間
に
及

ぶ
高
温
小
雨
の
影
響
も
あ
り
、
鮎
喰
川
の
水
量
の

減
少
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
毎
年
の

よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
根
本
的
な
解
決
策

の
一
つ
と
し
て
、
来
年
以
降
の
計
画
段
階
だ
が
、
ブ

ナ
な
ど
広
葉
樹
の
占
め
る
割
合
が
多
い
民
有
林
を

買
い
上
げ
、
公
有
林
化
を
進
め
、
同
時
に
杉
な
ど

の
間
伐
事
業
を
実
施
し
広
葉
樹
化
を
進
め
、
少
し

ず
つ
で
も
、
水
源
確
保
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
次
に
水
管
理
時
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
、
町
の

簡
易
水
道
を
使
用
さ
れ
て
い
な
い
方
が
町
内
で
約

23
％
あ
り
、
そ
の
内
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど

で
、
近
く
に
ご
家
族
や
知
り
合
い
が
お
ら
ず
、
水

を
ご
自
分
で
管
理
が
十
分
に
で
き
な
い
家
庭
が
ど

の
く
ら
い
あ
る
か
と
い
う
の
は
、
町
で
は
実
数
把

握
は
で
き
て
い
な
い
。
水
の
確
保
は
、
重
要
な
問

題
で
、
そ
こ
に
住
み
続
け
る
こ
と
も
で
き
な
く
な

る
ほ
ど
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　

維
持
管
理
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
総
務
省
、

厚
生
労
働
省
所
管
の
特
定
地
域
づ
く
り
協
同
組

合
の
制
度
を
活
用
す
る
検
討
を
進
め
て
い
る
。
制

度
と
し
て
は
、
令
和
２
年
に
制
度
化
さ
れ
、
県
内

で
は
、
４
市
町
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

地
域
の
担
い
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
制
度

で
、
地
域
の
若
者
な
ど
を
雇
用
し
安
定
し
た
職
場

環
境
と
一
定
の
給
与
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
で
地

域
づ
く
り
を
担
う
人
材
を
育
成
し
、
地
域
社
会

の
維
持
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。
事
業
概
要
に
つ
い
て
は
、
地
域
内
の
複

数
の
事
業
者
な
ど
が
組
合
を
設
立
し
、
そ
こ
で
採

用
し
た
職
員
を
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、
労
働

需
要
に
応
じ
て
様
々
な
事
業
者
の
仕
事
に
従
事
さ

せ
る
仕
組
み
で
、
年
間
を
通
じ
た
仕
事
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
運
営
財
源
に
つ
い
て
は
、
個
人
か
ら
利
用
料
、

ま
た
国
や
町
か
ら
の
補
助
金
が
あ
る
の
で
利
用
者

個
人
か
ら
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
意
欲
の
あ
る
事
業
者
が
事
業
組
合
と
し
て
、
県

に
認
定
さ
れ
る
と
、
既
存
の
地
域
の
団
体
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
、
持

続
的
な
仕
組
み
を
構
築
で
き
、
す
ぐ
に
全
面
的
な

対
応
は
難
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
水
管
理
の
問
題

や
草
刈
り
を
始
め
と
す
る
、
ご
家
庭
で
の
困
り
ご

と
な
ど
、
身
近
に
あ
る
問
題
解
決
に
向
け
て
少
し

ず
つ
で
も
進
ん
で
行
く
の
で
は
な
い
か
。

　
県
内
で
の
取
組
事
例
や
そ
の
他
の
自
治
体
も
参

考
に
し
、
前
向
き
に
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

水
源
確
保
も
同
時
に
進
め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

再
問

　
小
規
模
水
道
飲
料
水
供
給
対
策
事
業
に
つ
い

て
詳
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
う
。

答
弁

建
設
課
長

　
神
山
町
小
規
模
飲
料
水
供
給
施
設
対
策
事
業

だ
が
、
補
助
金
要
綱
等
が
あ
り
、
ま
ず
認
定
さ

れ
る
補
助
費
で
、
補
助
が
事
業
費
の
３
分
の
２
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
受
給
者
に
つ
い
て
は
、

受
給
者
１
戸
以
上
か
ら
50
人
未
満
と
な
っ
て
い

る
。
総
事
業
費
が
５
万
円
以
上
２
０
０
万
円
以
内

と
な
っ
て
い
る
。

　

詰
ま
り
に
く
い
水
源
の
対
策
と
い
う
こ
と
だ

が
、
水
道
設
備
、
水
源
の
設
備
と
い
う
か
施
設
の

水
の
と
り
方
と
か
装
置
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る

と
思
う
が
、
地
元
の
方
と
か
業
者
の
方
と
か
で
相

談
し
て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
も
の
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
、
水
源
に
つ
い
て
も
地
元
の
方
で
考

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

白土議員の録画映像はこちらから

白土義信 議員
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髙橋議員の録画映像はこちらから

●
質
問
1
●

６
月
15
日
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
つ
い
て

　
６
月
15
日
に
開
催
予
定
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
球
技
大
会
前
日
の
夕
方
に

は
雨
も
降
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
当

日
は
晴
れ
て
い
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
状

態
も
悪
く
な
く
、
多
く
の
保
護
者
か

ら
開
催
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
聞

く
。

１　

�

大
会
日
程
を
７
月
か
ら
６
月
へ

と
変
更
し
た
理
由
。

２　

�

そ
の
際
に
想
定
さ
れ
た
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
。

３　

�

教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う

に
判
断
さ
れ
た
の
か
。

４　

�

選
挙
と
の
関
係
は
あ
っ
た
の

か
。

５　

�

今
回
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
理
由

で
、
当
日
の
天
候
を
見
極
め
る

前
に
、
前
日
中
止
の
判
断
を
し

た
の
か
。

６　

�

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
況
や
、
安
全

確
保
の
観
点
な
ど
、
具
体
的
な

事
情
が
あ
っ
た
の
か
。

７　

�

子
供
た
ち
の
気
持
ち
や
努
力
を

尊
重
す
る
教
育
的
観
点
か
ら
見

て
、
今
回
の
判
断
は
ど
の
よ
う

に
説
明
で
き
る
の
か
。

８　

�

今
後
同
様
の
ケ
ー
ス
が
起
き
た

際
、
ど
の
よ
う
に
判
断
、
対
応

し
て
い
く
の
か
。

答
弁

教
育
委
員
会
教
育
次
長

　
大
会
の
日
程
や
運
営
は
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
代
表
指
導
者
会
で
行
っ
て

い
る
。熱
中
症
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
、

ま
た
選
挙
が
あ
り
当
初
６
月
の
末
を

予
定
で
日
程
を
調
整
し
た
。
と
こ
ろ

が
中
学
校
の
中
間
テ
ス
ト
や
、
少
年

野
球
の
大
会
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
６

月
15
日
に
決
定
を
し
た
。
前
日
中
止

を
決
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
大

会
前
日
の
14
日
は
午
後
３
時
過
ぎ
の

段
階
で
強
い
雨
が
降
り
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
全
体
に
水
が
溜
ま
っ
た
状
態
で
、

夜
中
に
も
雨
が
降
る
予
報
で
あ
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
ペ
タ
ン
ク
を

行
う
の
は
難
し
い
状
況
だ
っ
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
会
長
と
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
本
部
長
と
事
務
局
で
協
議

を
し
て
、
中
止
と
し
た
。

　
球
技
大
会
の
時
期
に
は
、
各
種
行

事
が
多
く
雨
天
と
な
っ
た
場
合
は
、

毎
年
延
期
を
行
わ
ず
中
止
に
し
て
い

る
。

　
今
回
、
中
止
と
し
た
こ
と
で
楽
し

み
に
し
て
い
た
の
に
残
念
だ
っ
た
と

い
う
ご
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
、
次
年

度
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
代
表
指
導
者

会
に
報
告
し
て
、
開
催
時
期
や
雨
天

時
の
中
止
、
延
期
等
の
対
応
を
協
議

し
、
有
意
義
な
球
技
大
会
と
な
る
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

再
問

　
今
後
、
当
日
の
天
候
を
見
極
め
て

か
ら
の
最
終
判
断
、
予
備
日
を
設
け

る
な
ど
、
子
供
た
ち
の
努
力
が
無
駄

に
な
ら
な
い
工
夫
を
検
討
し
て
い
た

だ
け
な
い
か
。

答
弁

教
育
長

　
当
日
の
朝
、
で
き
な
い
可
能
性
が

非
常
に
高
い
の
に
、
気
を
持
た
せ
る

の
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
部
分
も
一

部
は
あ
っ
た
と
思
う
。
朝
か
ら
せ
っ

か
く
準
備
し
て
い
た
の
に
、
結
果
的

に
出
来
な
い
場
合
も
あ
る
。
だ
が
、

お
話
の
あ
っ
た
よ
う
に
、
今
後
は
十

分
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
考
え
な
が

ら
、
来
年
度
の
指
導
者
の
運
営
協
議

会
で
決
定
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
る
。

髙橋義英 議員
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議
会
の
動
き
（
予
定
）

■
11
月

20
日　
議
会
運
営
委
員
会

■
12
月

上
旬　
12
月
定
例
会

下
旬　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

■
１
月

２
日　
神
山
町
二
十
歳
を
祝
う
会

11
日　
神
山
町
消
防
出
初
式

■
２
月

上
旬　
勝
名
地
区
町
村
議
会
議
員
研
修

15
日　
議
会
だ
よ
り
第
67
号
発
行

　

冬
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
や
は
り
猛
暑
に
な
る
予
想

が
当
た
り
ま
し
た
。
毎
年
〳
〵
う
ん
ざ

り
。
少
し
前
ま
で
は
「
省
エ
ネ
の
夏
」

だ
と
、
言
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
ん
で

す
が
、
今
は
も
う
エ
ア
コ
ン
を
一
日
中

使
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
な

れ
ば
地
球
温
暖
化
を
あ
お
り
、
巡
り

巡
っ
て
酷
暑
に
拍
車
を
か
け
自
分
自
身

に
返
っ
て
く
る
。

　
涼
し
い
秋
は
ど
こ
へ
行
っ
た
や
ら
と

思
う
の
は
僕
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

�

（
志
甫　
守
）

つ

や
ぶ

き

　
狙
い
を
定
め
て
、赤
、青
の
ボ
ー
ル
を
静
か
に
投
げ
る
参
加
者
の
方
々
。

10
月
3
日
に
開
催
さ
れ
た
神
山
町
高
齢
者
体
育
大
会
の
風
景
で
す
。
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
で
も
あ
る
ボ
ッ
チ
ャ
が
大
人
気
で
し
た
。
座
っ

た
ま
ま
で
も
で
き
、
緻
密
な
戦
略
が
必
要
な
こ
の
競
技
は
、
体
力
に
自

信
の
な
い
方
や
車
い
す
の
方
も
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。�

（
髙
橋
義
英
）

神

山

の

風

景

● 

表
紙
写
真
説
明 

●

　

令
和
7
年
10
月
19
日
に
神
山
中
学
校

屋
内
運
動
場
で
、
神
山
町
町
制
施
行
70

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
時
の
写

真
で
す
。

　
神
山
町
は
1
9
5
5
年（
昭
和
30
年
）

3
月
31
日
に
阿
野
村
・
鬼
籠
野
村
・
神

領
村
・
下
分
上
山
村
・
上
分
上
山
村
の

５
村
が
合
併
し
本
年
70
周
年
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
合
併
当
時

は
２
万
人
い
た
人
口
も
、
本
年
４
月
時

点
で
は
4
，5
9
4
人
と
約
４
分
の
1

ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
過
疎
・
少
子
高

齢
化
な
ど
の
大
き
な
問
題
を
多
く
抱
え

て
い
ま
す
が
、
町
と
議
会
が
一
丸
と
な

り
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
髙
橋
義
英
）式典での議長挨拶の様子


